
第 10５回 「さんか・さろん」  まとめ 

・2021年４月２０日（火） 

・～キッチンカーの今 

コロナ禍から見えてきたこと～ 

・舟越隆裕さん 

（Mobile Cafe NIKKO珈琲 COCOMオーナー） 

 

コロナ禍をきっかけに、オンライン「さろん」が根付いて

きました。今回は「スローライフ・フォーラム in 日光」

（2012 年 2 月開催）でお世話になった、舟越さんの登場

です。日光市役所、日光市観光協会を経て、新しい出発を

遂げたそのお話は、以前「スローライフ瓦版」にも連載い

ただきましたが、今回、コロナ禍での発見も含めあらため

てうかがいました。まずは舟越さんのスピーチです。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

＜日光市は市民みんなでおもてなし＞ 

日光は、世界基準の観光資源があり、首

都圏から交通アクセスが便利で宿泊施設が

多種多様にあり、四季折々楽しめる観光地。

観光業者だけでなく、市民一人一人が国内

外からのお客様をおもてなししているのが

自慢だ。まちの高齢者も、英語ができなく

てもコミュニケーションがとれる。 

そんな日光だが、観光入込客数がピーク

時 2018 年で 1200 万人だったのが、コロナ

で 2020 年には 830万人と減少した。外国人

宿泊者数も 2019年には 12万人、2020年 2 

※写真は市職員時代の舟越さん。 

万人と減少している。 

 自分は日光市役所に 1984 年から 2011 年

までいた。この間、市町村合併前の旧日光

市で 3 年、合併後の新日光市で 3 年、観光

課にいた。その後、市役所を早期退職して

観光協会に入り、ここでまた 8 年間観光の

仕事をした。協会に入ったときは東日本大

震災の時で、観光客を０から増やすことを

やった。観光協会の合併などにも携わった。 

＜行った先を交流の場にしたい＞ 

市役所に入ってから、市民、お客様に近

い現場でなるべく仕事をしたいと思ってい

た。今の社会の仕組みでは 65 歳まで仕事

を続けられるが、退職をしてからだと新し

いことをスタートするのは難しいと考え、

定年１年前に退職し新たなライフワークを

スタートした。もともとコーヒーが好きだ

ったし、昔からある程度の年齢になったら

カフェをやりたいと思っていた。 

カフェの発祥は、500 年前のイスタンブ

ールだそうだ。この頃のカフェは飲食はも

ちろんだが、人の交流の場だった。どうせ

やるなら楽しくやりがいがあり、地域との

かかわりがある交流の場としてのカフェを

と考えた。そして、固定店舗では決まった

場所でお客様を待つしかないが、キッチン



カーなら色々なところへ行き行った先で人

との交流を図れると。 

そもそも移動販売は籠を背負った行商と

か、チャルメラ、ロバのパン屋さんなどが

ルーツだと思う。それが高度成長時代のモ

ータリゼーションが進み、キッチンカーな

どになった。都市周辺に食の供給が間に合

わなかった頃は、移動スーパーが主流。コ

ンビニができたが、地域の商店街も減少し、

逆にキッチンカーは需要が増加した。昭和

の終わりにはオフィス街のランチが流行り、

平成になってからは色々な食べ物を専門的

に扱うキッチンカーが増えたようだ。 

こうして 2019 年「キッチンカーカフェ

珈琲 CoCom」を起業オープンした。名前の

CoComは「心夢」という亡き父の書を見つ

け、心に響き、家紋と一緒に受け継ぐ想い

でお店の名前にしている。ベースになる場

所は実家の前、そこからあちこちへ出掛け

ている。※開店当時 

＜こだわりの珈琲・ 

地元食材を使ったフードメニュー＞ 

普通のお店と同じようにエスプレッソマ

シンなどの機械類を入れ、内装にもこだわ

っている。イベントなどでは来店者が内部

を見て綺麗だと喜んでいただいている。 

ハンドドリップ珈琲は➀「野生の珈琲」

エチオピアの野生種。人間が植えて育てた

木ではなく自然に生えた木からとれたフル

ーティーな酸味の珈琲②「SLスモーキーブ

レンド」日光に「SL 大樹」が走り始めたこ

ろのイメージで焙煎専門のお店に作っても

らい提供。その他エスプレッソ・ラテ・そ

の他の飲み物も。 

フードはイタリアの焼きサンド「パニー

ニ」。国産小麦と天然酵母を使用して、友人

にオリジナルのものを作ってもらっている。

焼くと表面カリカリで、中はもちもちのパ

ン。中身はあんこや、タイ料理のガパオに

地元の日光唐辛子を使ったもの、日光山椒

とチキンなど。地元の素材を使っている。 

栃木県には郷土料理の「しもつかれ」が

ある。これは、鮭の頭、大根・人参をすり

おろしたもの、大豆などを酒粕で煮て、2月

の初午の時に稲荷様にお供えするもの。匂 

 



※「しもつかれパニーニ」 

いがきつく、地元でもなかなか食べること

が少なくなっている。そこで郷土料理を伝

える仲間とコラボして「しもつかれ」の素

材を使った新パニーニを作った。酒粕とク

リームチーズなどを使い「しもつかれ」が

苦手な方でも食べられるように工夫してい

る。栃木県内各地を「しもつかれ行脚 2021」

として回った。この春のことで沢山のメデ

ィアから取材を受けた。 

＜コロナ禍のなかで 

キッチンカーだからこそ出来たこと＞ 

去年の GWの頃は、一時的にキッチンカー

も動きは取れなかった。しかし、日光市は

栃木県の１/4もある、その中で不安やスト

レスを皆さんが抱えているだろうと思い、

市街地から約 1 時間以上かかる温泉地など

市内４か所を「元気配達」として回った。 

※昨年のゴールデンウィーク 

観光が止まり宿は閉めざるをえないとき、

前職から知り合いだったホテル・旅館の女

将さんなどにお声掛けをして出店した。宿

はもちろん、周辺の方にも喜んでいただい

た。当時学校は休校になっていたので、子

供たちやママ友も会えない日が続いた。先

生方も子供たちに会えるだろうと来るよう

になり、キッチンカーが再会の場所になっ

た。その後、何台ものキッチンカーが集ま

るようになっていった。 

さらにデイサービスからもお声かけがあ

り、高齢者施設にも出かけた。珍しいキッ

チンカーと珍しい食べ物は、高齢者には刺

激になった。施設によってはお買い物ゲー

ムのようにして、カウンターまで来て好き

なものを選んでという体験をした。意外に

おばあちゃんたちは珈琲も飲み、パニーニ

も美味しいと食べてくれた。日常食べてい

るものと違う喜びもあり、家族への新しい

お土産話となっていると思う。 



幼稚園に行ったときは先生方やお迎えの

保護者が対象だった。先生方も何処へも出

かけられず我慢して生活していたので、「キ

ッチンカーがきて先生方が喜んでくれたの

が一番嬉しかった」と園長からお話をいた

だいた。 

出かけられない人のところに、出かけら

れるのがキッチンカー、役割を果たせた。 

＜観光地の日光・地方都市の日光 

そこでの意義と役割は＞ 

今後については、観光地・日光と地方都

市・日光と両面から考えられる。 

観光地・日光としては、観光客がまた戻っ

てくる時期になったらキッチンカーは観光

客の憩いの場として役立つ。実家のあるベ

ースの場所は、日光駅と世界遺産東照宮な

どの中間地点になる。ここにキッチンカー

は常設しているので、外国人の方など歩い

ていくお休み場所として使っていただける。

観光客と地元の方、観光客同士のふれあい

の場所としても考えている。キッチンカー

だと、心がオープンになり自然に話ができ

る。外国人同士も交流の場になればと思っ

ている。 

キッチンカーに取り付けているタペスト

リーには「May our coffee be a memory of 

your journey」（私たちの珈琲が、あなたの

旅の思い出になりますように）と書かれて

いる。ここで栃木らしい、日光らしい食の

体験をしてもらいたい。 

地方都市・日光におけるキッチンカーの

役割は・・。高齢者の方にとって路線バス

など交通網は十分便利ではないので、キッ

チンカーを利用してもらいたい。また、ご

自宅でいちから作るのではなく半製品を買

ってくる、温めて食べるだけのもの“中食”

ニーズにも応えていきたい。少しでも新し

いものや味で、生活に豊かさを与えること

ができたら、それが地方都市でのキッチン

カーとしての役割であり、これからと思う。 

開業してからもうすぐ 2 年、色々考えて

感じたことは「1 日にどれだけ売れたかと

いうよりは、1 日にどれだけ交流を図れた

か」が自分の糧になっていると思う。 

 

 

 

 

 



【質疑】●感想・質問【】内は居住地、○答え、（）内は

回答者 

●凄く感動した！観光という仕事を貫きと

おしている、小さなことも全部意味があり

大きくなっていると思った。舟越さんの

Facebook を見ていたが、それだけでは分か

らないことが今日実によく分かった。【佐賀

県小城市】 

 

※参加者が描かれたグラフィックレコーディング 

 

●私の母は栃木出身で「しもつかれ」を知

っていた。この機会に母から「しもつかれ」

の話が聞くことができたのは面白かった

【東京】 

●動く観光協会、動くお店、動く交流の場

を作るキッチンカー、コロナの時期から始

めたからこそ役割が広がった。今後も可能

性を秘めていると感じた。【東京】 

●キッチンカーの日常の流れを教えてほし

い【東京】 

〇前日は物の仕込み、当日は荷物を運びこ

む。日光は水がいいが、それをさらに浄水

して使っている。マシンを立ち上げたり、

全体では 1 時間弱かかり、片付けも同じく

らいかかる。営業は不定期。実家前のベー

スで平日 3 日間くらい、大学のランチや週

末は各地のイベントへ。だいたい週 5 日程

度営業する。冬場になると減るが、シーズ

ンになると毎日動いている。行ける場所を

探したり、お声がけいただけることがまた

楽しみ。（舟越） 

●赤いテント、傘にはこだわりは？雨よけ

とか座るところもあるのか？【東京】 

〇白い車なので、人目につくように赤い傘



にしていて雨よけにもなる。実家のところ

で営業するときはカーポートがあり、簡単

なアウトドアチェアを用意している。（舟越） 

●舟越さんを昔から知っているが、こうい

うことをしたかったんだなあと分かった。

自分の興味、持っていたものを集約して自

己実現しているやり方にあらためて感動し

ている。そういう方向性があって観光の仕

事はとてもあっていたのだけれど、さらに

それを自分で提供する側になったというの

が凄い。【東京】 

〇今頃になって、そういう自分に気が付い

てしまった。市役所から観光協会、そして

今というかたちで少しずつお客様に近づい

ているという形だ。（舟越） 

●人見知りの私にはできないが、うらやま

しい、素敵な毎日と思う。こういう形で珈

琲や地元の郷土食を、新しいものと組み合

わせて作ったというのは、単なる人と人と

いう以上の繋がりが出来ているということ

だ。食べ物を使ったのはとても良かった。

難しいことなど話せないが、食べ物のこと

なら話せる。繋がるきっけになる。【東京】 

●自分は市役所の観光課で 11 年、今「DMO」

を立ち上げ 3 年経っている。DMO は、地域

の魅力を引き出し観光を活用して地域活性

化していく観光まちづくり組織とか、観光

地域づくり組織といわれる。観光協会のビ

ジネス版のようなものだ。いつまでこのま

まの自分で良いのかと考える時もある。実

際に観光協会に席を移されて自己実現のキ

ッチンカーをされている話を聞いて、僕に

その勇気があるのかというとまだまだ覚悟

も足りない。本当に凄いと思った。【和歌山

県紀の川市】 

●キッチンカーに非常に興味がある。岡山

では新規開店のお祝いに素敵なキッチンカ

ーが駆け付けていたのを見たことがある。

ベンツの車とお見受けしたが。（岡山県） 

〇もとはキャンピングカーだった中古の車。

以前は四国を回っていたようだ。（舟越） 

●カフェの経営は難しいイメージがある、

キッチンカーと店舗型ではどちらが継続し

やすいのか？【東京】 

〇店舗はお客様が来なかったらどうやって

お客様を呼ぶか？になる。キッチンカーだ

と機動的に駆けつけることが出来る。大き

なイベントでは、かなりの売り上げもあげ

ることが出来る。昔は店舗を持ちたい人が

その第一歩としてキッチンカーを始めた。

コロナの状況下だからかもしれないが、今

は逆に店舗をやめてキッチンカーにしよう

という流れがある。経営的にも魅力がある

と思う。（舟越） 

●やっていて、一番うれしい瞬間は？【東

京】 

〇ある日、親子のお客様でパニーニをとい



うことだったが、マスタード入りだった。

そこで子供用にマスタードを抜き、チーズ

を倍にしてあげた。あとからそのお母さん

がわざわざ戻ってきて「いつも食が細い子

供なのに完食してくれました」と、喜んで

くれた。こういうエピソードがうれしい。

１日、１エピソードがあればいい、もうそ

れで満足、力がもらえる。どれだけ売れた

かよりそういう満足感の方が大きい。（舟越） 

●自分も役場の観光課の仕事をしていた。

いつも思っていたことは、観光の仕事とい

うのは外向きの仕事といわれるが、実は完

全内向きの仕事で地元の人に地元の事をど

う発見して、どう気づいてもらうのか、そ

して自信を持ってもらうのかが観光の仕事

であるということだ。特にボランティアガ

イドを設立して地元の事を地元の人が愛し

て知ってもらうという事をやっていたので。 

 主に栃木県の中で名産品や名物品を使い

ながら回られている、どちらかというと栃

木県の方とか日光の方が地元をどう愛して

もらうとか、どう発信していくとかのお手

伝いをしているのを狙いとして頑張ってい

ると感じた。もっと遠いところへ愛車とい

うか愛馬、キッチンカーで行かれると思う

がそのような予定があれば教えてもらいた

い。【奈良県高取町】 

〇キッチンカーは営業許可が必要、基本的

には保健所ごとに必要になってくる。将来

的には茨城、群馬、埼玉、少しずつ広げて

いきたい。地元栃木県を広めるためには出

ていくことも良いと思っている。（舟越） 

●場所取りは制約あるのか？【東京】 

〇公共の場所は難しい、イベント会場も自

分で探して申し込む。自分で探すのは楽し

みでもある。しかし最近はコロナの影響で

レストランが閉まった公共施設から呼ばれ

ることもある。（舟越） 

●以前は観光行政の立場にあって、いまは

キッチンカーのオーナーをやられて、気づ

いたことは。過去の自らの観光促進のやり

方を振り返ってみてどうか。【神奈川県】 

〇行政では平等性が前面にでてきてしまう

ので、お客様から食事の場所を聞かれても

一店だけすすめることは出来ない、数点提

示することで逆にお客様が迷われていたの

ではないかと思う。そういう意味では自由

度がある。（舟越） 

●自ら観光を作るという立場になられてい

る、栃木県内でキッチンカーブームがおこ

り、キッチンカーが起爆剤になり栃木県の

観光が底上げになるのではないか。【神奈川

県】 

●子供には、キッチンカーはお祭りの屋台

のイメージがある。コロナで子供食堂が開

催できず困っている。シングルマザーの方

たちへの支援で物資を提供しているのも、

場所を決めて行っている。場所を決めずに

移動式で、キッチンカーで子供食堂などが

いろんな地域で開催できたらいい。これか

ら色々な用途に繋がっていくように感じる。

【新潟市】 

●自分のところは、山を一つ越えなくては

ならない不便なところ。美味しいものを作

って、もっと知ってもらいたいと思ったと



きに、出向いていける手段としてのキッチ

ンカーは良い。知ってもらって地元に食べ

に来てもらう、というのができると感じた。

キッチンカーと店と両方できればいい、チ

ャレンジしてみたい。【和歌山県海南市】 

●昔、2 週間に一回魚屋が来て、同じく豆腐

屋が来た。同じ感じだ。不便な山の中にキ

ッチンカーが出向いて、パニーニなどを売

るってなんだかいいと思う。互産互消、お

互いの産地のものを乗せるのも良い。掛川

茶を使ってほしい。【静岡県掛川市】 

●地元の農業公園のイベントには何種類か

のキッチンカーが来ている、普段アクセス

できないようなレストランも来てくれる。

珍しい味で、とても元気が出るように感じ

ている【三重県津市】 

●市の職員からの転職の勇気は凄いと思う。

コーヒーも美味しそう、車も素敵。コロナ

が収束したらぜひ日光へ伺いたい。 

【兵庫県宝塚市】 

●舟越さんのお人柄、魅力、ハート、ご経

験を含めて凝縮されている。食を通して皆

様が集まっている、キッチンカーが来るだ

けで環境全部が自分のレストランという感

じ。限りなくコミュニケーションが出来る

ように感じた。【東京】 

●たいへん勇気のある話、元気をいただい

た。【兵庫県】 

●行政の立場から 180℃違う人生の選択、

リスクをどう自分で消化されたのか、乗り

越えたのか？【東京】 

〇仕事は嫌ではなかった、もっと違うもの

があるように感じた。それに偶然が重なっ

て、何かが味方してくれてここで変わって

いけ、という事なのかと思い、おもい切っ

た。不安が無かったわけではない。スポー

ツでいうと日光の人が日光で仕事をするの

はホーム、日光から出たらアウェイになる。

キッチンカーはアウェイの場所もその場所

のお客様と話をすることによりホームにな

ってくる。何処にいても自分のホームにな

るところがとても楽しい。（舟越） 

 

●“舟越イズム”を再認識した。非常に新

しい試みの、観光に対するひとつの市民サ

イドからのアプローチだと思う。“舟越イズ

ム”をもっと、皆さんに知ってもらい頑張

ってもらいたい。【東京】 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

最後には「舟越イズム」という言葉まで飛び出して・・。

地域おこし系のキッチンカー、観光戦略系のキッチンカ

ー、子供や女性に向けてのキッチンカー、色々なアイディ

アが沢山掘り出された「さろん」となりました。 

（まとめ作業：事務局・小松崎いずみ、野口智子） 


